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令 和 ８ 年 第 ８ 回 赤 穂 市 教 育 委 員 会 提 出 議 案 一 覧 表  

 

 

報 告 ２ ２    専 決 処 分 の 報 告 に つ い て  

 専 第 ８ 号    令 和 ９ 年 度 使 用 赤 穂 市 立 学 校 教 科 用 図 書 の 採 択 に つ

い て  

 

報 告 ２ ３    少 年 非 行 概 要 に つ い て  

 

報 告 ２ ４    赤 穂 市 フ リ ー ス ク ー ル 等 利 用 児 童 生 徒 支 援 補 助 金 交 付  

要 綱 の 制 定 に つ い て  

 

そ の 他     問 題 行 動 、 い じ め ・ 不 登 校 の 状 況 に つ い て  
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 報 告 ２ ２  

  

          専 決 処 分 の 報 告 に つ い て  

 

 専 第 ８ 号  令 和 ９ 年 度 使 用 赤 穂 市 立 学 校 教 科 用 図 書 の 採 択 に つ い て  

 

 上 記 の 事 件 、 急 施 を 要 し 教 育 委 員 会 を 開 催 す る 時 間 的 余 裕 が な か っ

た の で 、 教 育 長 に 対 す る 事 務 委 任 規 則 （ 昭 和 ３ ６ 年 赤 穂 市 教 育 委 員 会

規 則 第 ４ 号 ） 第 ３ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 専 決 処 分 し た 。  

 よ っ て 、 同 規 則 同 条 同 項 の 規 定 に よ り そ の 承 認 を 求 め る 。  

 

 令 和 ８ 年 ８ 月 ２ ６ 日 提 出  

 

赤 穂 市 教 育 長  藤  本  浩  士  
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 専 第 ８ 号  

  

    令 和 ９ 年 度 使 用 赤 穂 市 立 学 校 教 科 用 図 書 の 採 択 に つ い て  

 

 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 ３ １ 年 法 律 第 １ ６

２ 号 ） 第 ２ １ 条 第 ６ 号 の 規 定 に よ り 、 令 和 ９ 年 度 使 用 赤 穂 市 立 学 校 教

科 用 図 書 に つ い て 、 別 紙 の と お り 決 定 し た 。  

 上 記 、 教 育 長 に 対 す る 事 務 委 任 規 則 （ 昭 和 ３ ６ 年 赤 穂 市 教 育 委 員 会

規 則 第 ４ 号 ） 第 ３ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 専 決 処 分 す る 。  

 

 令 和 ８ 年 ８ 月 ２ １ 日  

 

赤 穂 市 教 育 長  藤  本  浩  士  
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令和９年度使用赤穂市立学校教科用図書採択方針 

 

                               赤穂市教育委員会 

 

  （採択の主体） 

 第１条 赤穂市立学校で使用する教科用図書（以下「教科書」という。）の採択は、地方教育行

政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第２１条第６号の規定により、

赤穂市教育委員会（以下「委員会」という。）が行う。 

 

  （採択の基本方針） 

  第２条 教科書の採択にあたっては、本市児童・生徒の実態を考慮するとともに、隣接地域の同

種の学校並びに教育委員会の状況を勘案するものとし、次の各号に掲げるところにより選ぶも

のとする。 

  （１）地域社会の特質並びに西播磨地区の児童・生徒の実態に即したものを使用する。 

  （２）学習指導要領の趣旨がよく具現化され、教材配列が系統的で基礎となる学力の充実に資し

やすいものであるとともに、学習の状況に応じ、多様な活用ができるものを使用する。 

  （３）児童・生徒の心身の発達段階に適応し、児童・生徒の生活及び興味関心に対する配慮がな

されているものを使用する。 

  （４）人権尊重の視点にたった適正なものを使用する。 

 

  （地区協議会） 

  第３条 委員会は、義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律（昭和３８年法律第１

８２号）第１２条第１項の規定により、兵庫県教育委員会が設定した西播磨所属区域内の各市

町教育委員会と共同して、西播磨採択地区協議会（以下「地区協議会」という。）を設置する。 

  ２ 地区協議会の規約等は、地区協議会の委員の合議により別に定める。 

 

  （委員） 

  第４条 地区協議会の委員として教育長、校長、教諭及び保護者代表をあてる。 

 

  （採択の決定） 

  第５条 委員会は、第３条の地区協議会における協議の結果に基づき採択するものとする。 

 

  （採択条件） 

  第６条 中学校における令和９年度使用教科書については、令和８年度と同一の教科書を採択す

る。 

 ２  小学校における令和９年度使用教科書については、令和８年度と同一の教科書を採択する。 

３ 小・中学校特別支援学級における、令和９年度使用教科書については、文部科学省検定済教

科書（下学年用等）、文部科学省著作教科書を使用する方向で検討し、児童生徒の実態に応じ

て、学校教育法附則第９条第１項の規定による「一般図書（特別支援学校・学級用）」を採択

するものとする。 

 ４ 義務教育諸学校における学校教育法附則第９条に規定する教科書については、毎年採択替え

を行うことができる。 

 

  （委任） 

  第７条 この方針に定めるもののほか必要な事項は教育長が定める。 

 

  （補則） 

  第８条 この方針は、令和９年度使用教科書の採択について定めるものとする。 
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令和９年度使用赤穂市立小学校使用教科用図書 

 

教  科 採択した発行者 教   科 採択した発行者 

国 語 光  村 音 楽 教  出 

書 写 光  村 図 工 日  文 

社 会 日  文 家 庭 開 隆 堂 

地 図 帝  国 保 健 光  文 

算 数 啓 林 館 外 国 語 東  書 

理 科 啓 林 館 道 徳 日  文 

生 活 東  書   

 

     ＜発行者の略号と正式名＞ 

  

        光  村  ： 光村図書出版株式会社 

     東  書  ： 東京書籍株式会社 

     日  文  ： 日本文教出版株式会社 

     帝  国  ： 株式会社 帝国書院 

     光  文  ： 株式会社 光文書院 

     開 隆 堂   ：  開隆堂出版 

     啓 林 館  ： 株式会社 新興出版社啓林館 

     教  出  ： 教育出版株式会社 
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令和９年度使用赤穂市立中学校使用教科用図書 

 

 

教  科 採択した発行者 教   科 採択した発行者 

国  語 光  村 音 楽 教  芸 

書  写 光  村 音楽（器楽） 教  芸 

地 理 帝  国 美 術 日  文 

歴 史 帝  国 保 体 大 修 館 

公 民 帝  国 技 術 開 隆 堂 

地  図 帝   国 家 庭 東  書 

数 学 数  研 英 語 東   書 

理 科 啓 林 館 道 徳 あ か 図 

 

     ＜発行者の略号と正式名＞ 

  

        光  村  ： 光村図書出版株式会社 

     帝  国  ： 株式会社 帝国書院 

     日  文  ： 日本文教出版株式会社 

     数  研  ： 数研出版株式会社 

     啓 林 館  ： 株式会社 新興出版社啓林館 

     教  芸  ： 株式会社 教育芸術社 

     大 修 館  ： 大修館 

     開 隆 堂  ：  開隆堂出版 

     東  書  ： 東京書籍株式会社 

     あ か 図  ： あかつき教育図書株式会社 

6



令
和

８
年

８
月

２
１

日

  
兵

庫
県

教
育

委
員

会
事

務
局

　
　

  
　

　
　

特
別

支
援

教
育

課
長

　
様

　
　

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
赤

穂
市

教
育

長
　

　
藤

　
本

　
浩

　
士

  
下

記
の

と
お

り
、

教
科

用
図

書
を

採
択

す
る

こ
と

を
報

告
し

ま
す

。

１
　

地
域

社
会

の
特

質
並

び
に

西
播

磨
地

区
の

児
童

・
生

徒
の

実
態

に
即

し
た

も
の

を
選

ぶ
こ

と
。

２
　

学
習

指
導

要
領

の
趣

旨
が

よ
く
具

現
化

さ
れ

、
教

材
配

列
が

系
統

的
で

基
礎

と
な

る
学

力
の

充
実

に
資

し
や

す
い

も
の

で
あ

る
と

と
も

に
、

学
習

の
状

況
に

応
じ

、
多

様
な

活
用

が
で

き
る

も
の

を
選

ぶ
こ

と
。

３
　

児
童

・
生

徒
の

心
身

の
発

達
段

階
に

適
応

し
、

児
童

・
生

徒
の

生
活

及
び

興
味

・
関

心
に

対
す

る
配

慮
が

な
さ

れ
て

い
る

も
の

を
選

ぶ
こ

と
。

４
　

人
権

尊
重

の
視

点
に

た
っ

た
適

正
な

も
の

を
選

ぶ
こ

と
。

　
学

校
教

育
法

附
則

第
９

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
る

一
般

図
書

小
１

小
２

小
３

小
４

小
５

小
６

B
0
2

ゆ
っ

く
り

学
ぶ

子
の

た
め

の
「
こ

く
ご

」
入

門
編

2
(改

訂
版

)(
ひ

ら
が

な
の

読
み

書
き

)
同

成
社

　
　

２
０

－
５

〇
直

線
の

練
習

か
ら

は
じ

め
段

階
を

経
て

文
字

の
練

習
が

で
き

る
。

A
0
1

ゆ
っ

く
り

学
ぶ

こ
の

た
め

の
「
こ

く
ご

」
1
(改

訂
版

）
(ひ

ら
が

な
の

こ
と

ば
・
文

・
文

章
の

読
み

）
同

成
社

　
　

２
０

－
５

〇
〇

す
べ

て
ひ

ら
が

な
で

書
か

れ
、

文
字

が
大

き
く
文

章
が

簡
潔

で
あ

る
。

A
0
2

ゆ
っ

く
り

学
ぶ

子
の

た
め

の
「
こ

く
ご

」
２

（
改

訂
版

）
（
か

た
か

な
・
か

ん
字

の
読

み
書

き
）

同
成

社
　

　
２

０
－

５
〇

〇
文

字
、

単
語

、
文

へ
と

段
階

的
に

学
習

を
進

め
ら

れ
る

よ
う

に
配

列
さ

れ
て

い
る

。

0
0
1

ぼ
く
と

わ
た

し
の

せ
い

か
つ

え
ほ

ん
グ

ラ
ン

ま
ま

　
０

８
－

２
〇

身
近

に
あ

る
も

の
が

描
か

れ
て

い
て

分
か

り
や

す
く
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
た

め
。

C
1
0

こ
ど

も
の

ず
か

ん
M

io
1
0
た

べ
も

の
ひ

か
り

の
く
に

　
２

７
－

１
〇

見
開

き
で

一
つ

の
内

容
が

ま
と

め
ら

れ
て

お
り

、
分

か
り

や
す

い
。

5
0
7

国
語

習
熟

プ
リ

ン
ト

小
学

２
年

生
大

判
サ

イ
ズ

清
風

堂
書

店
　

６
４

－
２

〇
細

か
な

ス
モ

ー
ル

ス
テ

ッ
プ

で
学

習
で

き
、

大
事

な
と

こ
ろ

は
く
り

か
え

し
て

学
習

し
、

習
熟

で
き

る
。

社
会

C
0
3

は
っ

け
ん

ず
か

ん
の

り
も

の
改

訂
版

学
研

　
　

　
　

　
０

６
－

２
〇

た
く
さ

ん
の

乗
り

物
が

提
示

さ
れ

て
い

る
。

C
0
1

ゆ
っ

く
り

学
ぶ

子
の

た
め

の
「
さ

ん
す

う
」
1
(量

概
念

の
基

礎
、

比
較

、
な

か
ま

集
め

)
同

成
社

　
　

　
　

２
０

－
５

〇
文

字
が

少
な

く
見

や
す

い
。

C
0
2

ゆ
っ

く
り

学
ぶ

子
の

た
め

の
「
さ

ん
す

う
」
2
(1

対
1
対

応
、

1
～

5
の

数
、

5
ま

で
の

た
し

算
同

成
社

　
　

　
　

２
０

－
５

〇
書

き
込

み
形

式
で

、
見

通
し

を
持

っ
て

学
習

し
や

す
い

。

C
0
3

ゆ
っ

く
り

学
ぶ

子
の

た
め

の
「
さ

ん
す

う
」
３

（
６

～
９

の
た

し
算

、
ひ

き
算

、
位

取
り

）
同

成
社

　
　

　
　

２
０

－
５

〇
文

字
が

少
な

く
見

や
す

い
。

C
0
4

ゆ
っ

く
り

学
ぶ

子
の

た
め

の
｢さ

ん
す

う
｣4

（
く
り

上
が

り
、

く
り

下
が

り
、

２
け

た
の

数
の

計
算

）
同

成
社

　
　

　
　

２
０

－
５

〇
ブ

ロ
ッ

ク
や

数
え

棒
を

使
っ

た
イ

ラ
ス

ト
で

視
覚

的
に

わ
か

り
や

す
い

。

A
0
1

か
ず

の
ほ

ん
１

　
ど

っ
ち

が
た

く
さ

ん
童

心
社

　
　

２
０

－
１

〇
弁

別
や

マ
ッ

チ
ン

グ
を

通
し

て
、

数
量

の
概

念
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

る
た

め
。

5
5
9

教
科

書
ぴ

っ
た

り
 ト

レ
ー

ニ
ン

グ
 　

小
学

２
年

算
数

　
啓

林
館

版
新

興
出

版
社

　
６

２
－

１
３

〇
ス

テ
ッ

プ
の

構
成

に
な

っ
て

い
る

た
め

、
基

礎
・
基

本
か

ら
少

し
ず

つ
確

実
に

力
を

つ
け

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
。

5
5
5

改
訂

版
教

科
書

算
数

　
プ

リ
ン

ト
３

年
基

礎
編

喜
楽

研
　

　
５

７
－

２
２

〇
計

算
や

文
章

問
題

の
解

き
方

が
わ

か
る

よ
う

手
本

が
あ

る
た

め
、

丁
寧

な
ス

テ
ッ

プ
学

習
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

A
0
4

三
省

堂
こ

ど
も

か
ず

の
絵

じ
て

ん
　

改
訂

版
三

省
堂

　
　

　
　

１
１

－
４

〇
1
～

1
0
ま

で
の

数
の

概
念

を
、

分
か

り
や

す
い

　
イ

ラ
ス

ト
で

段
階

的
に

表
し

て
い

る
。

理
科

C
1
2

こ
ど

も
の

ず
か

ん
M

io
1
2
き

せ
つ

と
し

ぜ
ん

ひ
か

り
の

く
に

 ２
７

－
１

〇
写

真
や

イ
ラ

ス
ト

が
美

し
く
子

ど
も

た
ち

の
興

味
を

引
き

や
す

い
。

5
6
6

１
ね

ん
せ

い
の

せ
い

か
つ

え
じ

て
ん

金
の

星
社

　
　

　
０

７
－

２
〇

社
会

生
活

の
ル

ー
ル

を
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
。

B
0
9

幼
児

絵
本

シ
リ

ー
ズ

 や
さ

い
の

お
な

か
福

音
館

　
　

２
８

－
１

〇
簡

素
で

わ
か

り
や

す
い

イ
ラ

ス
ト

と
文

字
で

野
菜

の
名

前
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

た
め

。

B
0
7

生
活

図
鑑

カ
ー

ド
　

生
活

道
具

カ
ー

ド
く
も

ん
出

版
　

０
８

－
１

〇
身

近
な

道
具

が
本

物
の

よ
う

に
描

か
れ

て
い

て
分

か
り

や
す

い
か

ら
。

令
和

９
年

度
使

用
教

科
用

図
書

採
択

に
関

す
る

報
告

書
（
小

学
校

）

使
用

範
囲

教
　

科
図

書
コ

ー
ド

一
　

般
　

図
　

書
　

名
発

行
者

採
　

　
択

　
　

理
　

　
由

採
択

方
針

生
活

国
語

算
数

7



小
１

小
２

小
３

小
４

小
５

小
６

使
用

範
囲

教
　

科
図

書
コ

ー
ド

一
　

般
　

図
　

書
　

名
発

行
者

採
　

　
択

　
　

理
　

　
由

B
0
1

絵
で

わ
か

る
こ

ど
も

の
せ

い
か

つ
ず

か
ん

1
み

の
ま

わ
り

の
き

ほ
ん

合
同

出
版

　
　

　
１

０
－

８
〇

〇
 

イ
ラ

ス
ト

が
丁

寧
で

場
面

を
想

定
し

や
す

く
、

基
本

の
生

活
動

作
を

楽
し

く
習

得
す

る
こ

と
が

で
き

る
た

め
。

B
0
4

絵
で

わ
か

る
こ

ど
も

の
せ

い
か

つ
ず

か
ん

４
　

お
つ

き
あ

い
の

き
ほ

ん
合

同
出

版
　

　
　

１
０

－
８

〇
場

面
を

想
像

し
や

す
く
、

身
近

な
人

と
の

関
わ

り
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

か
ら

。

5
5
9

イ
ラ

ス
ト

版
子

ど
も

の
た

め
の

モ
ラ

ル
ス

キ
ル

 言
葉

・
表

情
・
行

動
で

身
に

つ
く
道

徳
合

同
出

版
　

　
　

１
０

－
８

〇
家

庭
、

学
校

、
地

域
社

会
で

「
見

え
な

い
道

徳
」
の

表
し

方
を

具
体

的
に

教
え

る
ソ

ー
シ

ャ
ル

ス
キ

ル
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

。

5
5
5

ル
ー

ル
と

マ
ナ

ー
を

学
ぶ

子
ど

も
生

活
図

鑑
（
２

）
学

校
生

活
編

国
土

社
　

１
０

ー
３

〇
学

校
生

活
の

場
面

ご
と

に
お

け
る

マ
ナ

ー
や

ル
ー

ル
を

紹
介

し
て

お
り

、
学

校
生

活
の

イ
メ

ー
ジ

を
つ

か
み

や
す

い
か

ら
。

0
0
3

マ
ナ

ー
や

ル
ー

ル
が

ど
ん

ど
ん

わ
か

る
！

新
装

改
訂

版
み

ぢ
か

な
マ

ー
ク

ひ
か

り
の

く
に

　
２

７
－

１
〇

生
活

の
場

面
で

目
に

す
る

身
近

な
マ

ー
ク

の
説

明
が

、
す

べ
て

ひ
ら

が
な

で
書

か
れ

て
い

る
。

6
5
1

お
も

い
や

り
の

絵
本

 こ
こ

ろ
の

こ
え

を
き

い
て

み
よ

う
金

の
星

社
  
０

７
－

２
〇

子
ど

も
に

身
近

な
シ

チ
ュ

エ
ー

シ
ョ

ン
で

、
思

い
や

り
の

あ
る

行
動

を
考

え
さ

せ
や

す
い

た
め

。

0
0
1

お
て

つ
だ

い
の

絵
本

金
の

星
社

  
０

７
－

２
〇

〇
イ

ラ
ス

ト
が

分
か

り
や

す
く
、

社
会

生
活

の
ル

ー
ル

を
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
か

ら
。

Y
0
1

と
も

だ
ち

だ
い

す
き

（
２

）
お

べ
ん

と
う

な
あ

に
？

偕
成

社
　

　
　

　
０

６
－

１
〇

楽
し

い
仕

掛
け

に
よ

り
、

本
児

の
親

し
み

や
す

く
、

興
味

を
持

っ
て

取
り

組
み

こ
と

が
で

き
る

た
め

。

S
0
1

安
全

の
し

つ
け

絵
本

(1
)　

　
　

　
き

を
つ

け
よ

う
ね

偕
成

社
　

　
　

　
０

６
－

１
〇

交
通

安
全

の
ル

ー
ル

を
イ

ラ
ス

ト
と

と
も

に
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
。

5
2
1

お
と

の
で

る
え

ほ
ん

　
た

の
し

い
て

あ
そ

び
う

た
新

星
出

版
社

　
　

６
２

－
２

２
〇

〇
〇

音
楽

を
聞

き
な

が
ら

、
手

遊
び

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
。

5
4
8

き
い

て
う

た
っ

て
2
4
曲

ど
う

よ
う

う
た

の
え

ほ
ん

永
岡

書
店

　
7
1
-
1

○
童

謡
か

ら
ｱ

ﾆ
ﾒ
ｿ
ﾝ
ｸ
ﾞ、

英
語

の
歌

ま
で

ﾊ
ﾞﾗ

ｴ
ﾃ
ｨに

富
ん

だ
内

容
と

な
っ

て
い

る
。

A
0
1

メ
ロ

デ
ィ

ー
え

ほ
ん

　
ＩＣ

ピ
ア

ノ
え

ほ
ん

四
季

の
ど

う
よ

う
－

１
２

カ
月

大
日

本
絵

画
　

１
６

－
３

〇
ガ

イ
ド

メ
ロ

デ
ィ

で
メ

ロ
デ

ィ
を

視
覚

的
に

と
ら

え
る

こ
と

が
で

き
る

か
ら

。

0
0
2

う
た

え
ほ

ん
グ

ラ
ン

ま
ま

　
０

８
－

２
〇

そ
れ

ぞ
れ

の
歌

に
合

う
イ

ラ
ス

ト
が

載
っ

て
お

り
、

曲
の

イ
メ

ー
ジ

を
つ

か
み

や
す

い
。

5
3
5

ﾁ
ｬ
ｲ
ﾙ

ﾄﾞ
ﾌ
ﾞｯ

ｸ
こ

ど
も

百
科

ふ
し

ぎ
、

ふ
し

ぎ
！

か
が

く
あ

そ
び

図
鑑

チ
ャ

イ
ル

ド
　

　
１

７
－

１
〇

身
近

で
扱

い
や

す
い

材
料

で
遊

ぶ
物

づ
く
り

が
で

き
る

。

Ｏ
0
1

あ
そ

び
の

お
う

さ
ま

Ｂ
Ｏ

Ｏ
Ｋ

ぬ
っ

て
学

研
　

　
０

６
－

２
〇

大
き

な
枠

線
で

見
や

す
く
、

身
近

な
題

材
に

様
々

な
描

画
材

を
用

い
て

学
習

す
る

こ
と

が
で

き
る

た
め

。

I1
2

あ
そ

び
の

お
う

さ
ま

ず
か

ん
　

リ
サ

イ
ク

ル
こ

う
さ

く
増

補
改

訂
学

研
　

　
０

６
－

２
〇

〇
リ

サ
イ

ク
ル

で
き

る
も

の
を

上
手

に
取

り
入

れ
て

作
品

づ
く
り

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
か

ら
。

G
0
7

あ
そ

び
の

お
う

さ
ま

Ｂ
Ｏ

Ｏ
Ｋ

　
は

じ
め

て
ぬ

る
ほ

ん
学

研
　

　
０

６
－

２
〇

絵
が

大
き

く
、

ペ
ー

ジ
も

大
き

い
た

め
大

胆
に

色
塗

り
を

楽
し

む
こ

と
が

で
き

る
。

G
0
9

あ
そ

び
の

お
う

さ
ま

Ｂ
Ｏ

Ｏ
Ｋ

　
ど

ん
ど

ん
ぬ

る
ほ

ん
学

研
　

　
０

６
－

２
〇

ワ
ー

ク
形

式
で

ス
ト

ー
リ

ー
に

沿
っ

て
塗

り
な

が
ら

作
品

を
作

れ
、

テ
ー

マ
に

沿
っ

て
イ

メ
ー

ジ
し

て
塗

り
や

す
い

。

5
6
6

図
画

工
de

た
の

し
い

作
品

づ
く
り

 イ
メ

ー
ジ

を
ひ

ろ
げ

て
か

く
国

土
社

　
１

０
－

３
〇

豊
富

な
作

品
写

真
が

掲
載

さ
れ

て
お

り
、

基
本

的
な

技
法

に
つ

い
て

分
か

り
や

す
く
解

説
さ

れ
て

い
る

た
め

。

T
0
7

エ
リ

ッ
ク

・
カ

ー
ル

の
絵

本
　

で
き

る
か

な
？

－
あ

た
ま

か
ら

つ
ま

さ
き

ま
で

－
偕

成
社

　
０

６
－

１
〇

カ
ラ

フ
ル

な
イ

ラ
ス

ト
で

親
し

み
や

す
く
、

楽
し

ん
で

作
品

作
り

が
で

き
る

た
め

。

B
0
3

あ
か

ね
え

ほ
ん

シ
リ

ー
ズ

　
え

ほ
ん

え
か

き
う

た
あ

か
ね

書
房

　
０

１
－

１
〇

絵
描

き
歌

が
載

っ
て

い
て

、
歌

い
な

が
ら

絵
を

楽
し

む
こ

と
が

で
き

る
た

め
。

Ｉ0
9

改
訂

新
版

体
験

を
広

げ
る

こ
ど

も
の

ず
か

ん
９

 か
ら

だ
と

け
ん

こ
う

ひ
か

り
の

く
に

  
 ２

７
－

１
〇

人
の

体
の

し
く
み

や
不

思
議

さ
を

,遊
び

や
実

験
を

通
し

て
学

ぶ
構

成
で

あ
り

、
興

味
・
関

心
を

も
た

せ
や

す
い

た
め

。

H
0
1

か
ば

く
ん

・
く
ら

し
の

え
ほ

ん
１

　
か

ば
く
ん

の
い

ち
に

ち
あ

か
ね

書
房

　
０

１
－

１
〇

物
語

を
通

し
て

、
挨

拶
や

礼
儀

を
分

か
り

や
す

く
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
た

め
。

I0
1

あ
そ

び
の

お
う

さ
ま

ず
か

ん
　

か
ら

だ
増

補
改

訂
学

研
　

　
０

６
－

２
〇

〇
自

分
の

体
を

知
り

、
健

康
に

気
を

つ
け

て
生

活
を

送
る

た
め

に
必

要
な

知
識

を
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
。

Q
0
6

子
ど

も
の

生
活

（
６

）
じ

ょ
う

ぶ
な

か
ら

だ
に

な
れ

る
よ

！
偕

成
社

　
０

６
－

１
〇

日
常

生
活

の
場

面
を

取
り

上
げ

、
健

康
に

つ
い

て
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
。

図
画

工
作

道
徳

音
楽

保
健

8



令
和

８
年

８
月

２
１

日

　
　

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
赤

穂
市

教
育

長
　

　
藤

　
本

　
浩

　
士

  
下

記
の

と
お

り
、

教
科

用
図

書
を

採
択

す
る

こ
と

を
報

告
し

ま
す

。

　
学

校
教

育
法

附
則

第
９

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
る

一
般

図
書

中
１

中
２

中
３

Ａ
０

１
ひ

と
り

だ
ち

す
る

た
め

の
国

語
エ

ス
ト

デ
イ

　
２

２
－

３
○

す
べ

て
に

ル
ビ

が
振

ら
れ

て
お

り
、

読
み

や
す

い
。

0
0
2

改
訂

新
版

く
ら

し
に

役
立

つ
国

語
東

洋
館

　
２

０
－

７
○

社
会

生
活

を
送

る
た

め
の

国
語

力
を

身
に

つ
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

社
会

0
0
1

改
訂

新
版

く
ら

し
に

役
立

つ
社

会
東

洋
館

　
２

０
－

７
○

見
や

す
い

文
字

の
大

き
さ

で
公

民
と

日
本

地
理

の
内

容
を

分
か

り
や

す
く
説

明
し

て
い

る
。

Ａ
０

２
ひ

と
り

だ
ち

す
る

た
め

の
算

数
・
数

学
エ

ス
ト

デ
イ

　
２

２
－

３
○

書
き

込
み

形
式

で
、

学
習

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
る

。

0
0
3

改
訂

新
版

く
ら

し
に

役
立

つ
数

学
東

洋
館

　
２

０
－

７
○

家
庭

生
活

の
充

実
に

つ
な

が
る

内
容

と
な

っ
て

い
る

。

理
科

0
0
4

改
訂

新
版

く
ら

し
に

役
立

つ
理

科
東

洋
館

　
２

０
－

７
○

身
の

回
り

の
自

然
や

環
境

、
物

質
や

エ
ネ

ル
ギ

ー
及

び
健

康
に

つ
い

て
詳

し
く
学

べ
る

。

音
楽

5
1
0

く
ら

し
に

役
立

つ
音

楽
東

洋
館

　
２

０
－

７
○

イ
ラ

ス
ト

や
図

、
写

真
な

ど
を

豊
富

に
使

っ
た

見
や

す
い

紙
面

で
、

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
工

夫
が

さ
れ

て
い

る
。

A
1
7

あ
そ

び
の

絵
本

　
え

の
ぐ

あ
そ

び
岩

崎
書

店
　

０
２

－
１

○
身

近
な

絵
の

具
に

親
し

み
、

造
形

表
現

へ
の

興
味

を
引

き
出

し
や

す
い

た
め

N
0
1

D
o
！

図
鑑

シ
リ

ー
ズ

工
作

図
鑑

福
音

館
　

２
８

－
１

○
身

近
な

材
料

を
使

っ
て

作
る

こ
と

が
で

き
る

お
も

ち
ゃ

が
た

く
さ

ん
紹

介
さ

れ
て

お
り

、
興

味
も

ち
や

す
い

。

０
０

１
子

ど
も

の
生

き
る

力
を

育
て

る
せ

い
か

つ
の

絵
じ

て
ん

ナ
ツ

メ
社

　
２

１
－

２
○

イ
ラ

ス
ト

が
多

く
、

健
康

や
安

全
の

基
本

が
直

感
的

に
理

解
で

き
る

内
容

に
な

っ
て

い
る

た
め

0
0
5

改
訂

新
版

く
ら

し
に

役
立

つ
保

健
体

育
東

洋
館

　
２

０
－

７
○

健
康

で
安

全
に

生
活

た
め

の
知

識
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

。

０
０

１
和

英
え

ほ
ん

戸
田

デ
ザ

イ
ン

　
２

０
ー

４
○

視
覚

的
な

楽
し

さ
が

豊
富

で
、

英
語

の
心

理
的

ハ
ー

ド
ル

を
下

げ
て

意
欲

的
に

取
り

組
め

る
た

め

７
４

０
タ

ッ
チ

ペ
ン

で
音

が
聞

け
る

！
　

ド
ラ

え
も

ん
は

じ
め

て
の

英
語

図
鑑

小
学

館
　

１
２

－
２

○
タ

ッ
チ

ペ
ン

で
イ

ラ
ス

ト
や

文
字

に
タ

ッ
チ

す
る

と
、

ネ
イ

テ
ィ

ブ
ス

ピ
ー

カ
ー

の
発

音
が

聞
け

る
の

で
、

楽
し

く
英

語
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

。

B
0
2

学
校

で
は

教
え

て
く
れ

な
い

大
切

な
こ

と
(2

)　
友

だ
ち

関
係

(自
分

と
仲

良
く
)

旺
文

社
　

０
５

－
３

〇
見

え
な

い
感

情
が

視
覚

化
さ

れ
て

お
り

イ
メ

ー
ジ

し
や

す
い

。

０
０

１
み

ん
な

の
た

め
の

ル
ー

ル
ブ

ッ
ク

　
あ

た
り

ま
え

だ
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 報 告 ２ ３  

  

          少 年 非 行 概 要 に つ い て  

 

 少 年 非 行 概 要 に つ い て 、 別 紙 の と お り 報 告 す る 。  

 

 令 和 ８ 年 ８ 月 ２ ６ 日 提 出  

 

赤 穂 市 教 育 長  藤  本  浩  士  
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１　概要（年別推移）

区分 H30 R01 R02 R03 R04 R05 R06 R07

15 8 6 9 4 9 17 5
（2） （1） （2） （1） （1） （1） （2） （1）

1 6 4 2 2 9 3 5
（0） （0） （1） （1） （0） （0） （0） （1）

3 0 0 0 0 0 0 0
（2） （0） （0） （0） （0） （0） （0） （0）

249 356 178 91 64 50 56 10
（16） （42） （17） （12） （13） （8） （11） （2）

268 370 188 102 70 68 76 20
（20） （43） （20） （14） （14） （9） （13） （4）

２　学職別概要
令和７年

区分 小学生 中学生 高校生 その他の学生 有職少年 無職少年 合計 対前年増減

1 2 0 1 1 5 -12
（0） （0） （0） （1） （1） -（1）

2 3 5 2
（0） （1） （1） （1）

0 0 0 0 0 0 0 0
（0） （0）

0 0 6 0 2 2 10 -46
（0） （0） （2） （2） -（9）

2 4 8 0 3 3 20 -56
（0） （1） （0） （0） （0） （3） （4） -（9）

-2 -2 -37 -8 -5 -2 -56
-（2） （0） -（6） （0） （0） -（1） -（9）

令和６年

区分 小学生 中学生 高校生 その他の学生 有職少年 無職少年 合計

1 4 5 4 3 17
（0） （0） （0） （0） （2） （2）

1 2 3
（0） （0） （0）

0 0 0 0 0 0 0
（0） （0） （0） （0） （0） （0） （0）

3 3 41 3 4 2 56
（2） （1） （6） （0） （0） （2） （11）

4 6 45 8 8 5 76
（2） （1） （6） （0） （0） （4） （13）

合計

合計

対前年増減

犯罪少年

犯罪少年

触法少年

ぐ犯少年

赤穂市内の少年非行概要（令和７年１月～令和７年12月）

( 　)は女性の内数

不良行為少年

ぐ犯少年

触法少年

犯罪少年

不良行為少年

触法少年

ぐ犯少年

不良行為少年

合計
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３．不良行為少年の状況
ア　行為別

分別類

年別 喫煙 深夜徘徊 飲酒 その他

56 9 37 2 8
（11） （0） （5） （0） （6）

10 7 2 0 1
（2） （0） （2） （0）

-46 -2 -35 -2 -7
-（9） （0） -（3） （0） -（6）

イ　年齢別

年齢別 １１歳 １２歳 １３歳 １４歳 １５歳 １６歳 １７歳 １８歳 １９歳
（学年） 小５・小６ 小６・中１ 中１・中２ 中２・中３ 中３・高１ 高１・高２ 高２・高３ 高３・大１ 大１・大２

1 2 0 1 8 20 15 7 2 56
（0） （2） （0） （0） （2） （3） （3） （1） （0） （11）

0 0 0 0 0 3 5 2 0 10
（0） （2） （0） （2）

-1 -2 0 -1 -8 -17 -10 -5 -2 -46
（0） -（2） （0） （0） -（2） -（3） -（1） -（1） （0） -（9）

ウ　学職別
学職別 小学生 中学生 高校生 その他の学生 有職者 無職者 合計

3 3 41 3 4 2 56
（2） （1） （6） （0） （0） （2） （11）

0 0 6 0 2 2 10
（0） （0） （2） （2）

-3 -3 -35 -3 -2 0 -46
-（2） -（1） -（6） （0） （0） （0） -（9）

(内訳) 行 為 別

令和６年

増減

総数

増減

令和７年

合計

令和６年

令和７年

増減

令和６年

令和７年
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 報 告 ２ ４  

  

   赤 穂 市 フ リ ー ス ク ー ル 等 利 用 児 童 生 徒 支 援 補 助 金 交 付 要 綱  

   の 制 定 に つ い て  

 

 赤 穂 市 フ リ ー ス ク ー ル 等 利 用 児 童 生 徒 支 援 補 助 金 交 付 要 綱 を 制 定 し

た た め 、 そ の 内 容 に つ き 次 の と お り 報 告 す る 。  

 

  令 和 ８ 年 ８ 月 ２ ６ 日 提 出  

 

赤 穂 市 教 育 長  藤  本  浩  士  

              

                  記  

 

   赤 穂 市 フ リ ー ス ク ー ル 等 利 用 児 童 生 徒 支 援 補 助 金 交 付 要 綱  

 

（ 趣 旨 ）  

第 １ 条  こ の 要 綱 は 、 不 登 校 児 童 生 徒 が 社 会 的 自 立 の た め の 学 び 及 び

相 談 の 場 と し て 、 フ リ ー ス ク ー ル 等 を 利 用 す る た め に 要 す る 費 用 の

一 部 を 支 援 し 、 も っ て 当 該 不 登 校 児 童 生 徒 の 保 護 者 の 負 担 軽 減 を 図

る た め 、 予 算 の 範 囲 内 に お い て 補 助 金 を 交 付 す る こ と に 関 し 必 要 な

事 項 を 定 め る も の と す る 。  

（ 定 義 ）  

第 ２ 条  こ の 要 綱 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 当 該 各

号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

⑴   不 登 校 児 童 生 徒  義 務 教 育 の 段 階 に お け る 普 通 教 育 に 相 当 す る

教 育 の 機 会 の 確 保 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 ２ ８ 年 法 律 第 １ ０ ５ 号 ）

第 ２ 条 第 ３ 号 に 規 定 す る 者 を い う 。  

⑵   フ リ ー ス ク ー ル 等  不 登 校 児 童 生 徒 に 対 し て 学 習 活 動 、 教 育 相

談 等 の 活 動 を 行 う 民 間 の 施 設 等 で あ っ て 、 当 該 不 登 校 児 童 生 徒 が

在 籍 す る 学 校 の 校 長 が 、 当 該 施 設 等 を 利 用 す る こ と を も っ て 、 指

導 要 録 上 の 出 席 扱 い （ 以 下 「 出 席 扱 い 」 と い う 。 ） と す る こ と が

で き る と 認 め た も の を い う 。  

⑶   利 用 料  不 登 校 児 童 生 徒 が フ リ ー ス ク ー ル 等 を 利 用 す る 対 価 と

し て 支 払 わ れ る 費 用 の う ち 、 次 に 掲 げ る も の を い う 。  

ア  授 業 料  

イ  施 設 利 用 料  

ウ  そ の 他 市 長 が 認 め る 費 用  

（ 補 助 対 象 者 ）  
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第 ３ 条  補 助 金 の 交 付 の 対 象 と な る 者 （ 以 下 「 補 助 対 象 者 」 と い

う 。 ） は 、 次 の 各 号 の い ず れ に も 該 当 す る 不 登 校 児 童 生 徒 （ 以 下

「 対 象 児 童 生 徒 」 と い う 。 ） が 利 用 す る フ リ ー ス ク ー ル 等 の 利 用 料

を 負 担 す る 保 護 者 で あ っ て 、 市 税 を 滞 納 し て い な い も の と す る 。  

⑴   市 内 に 住 所 を 有 し 、 赤 穂 市 立 小 学 校 又 は 中 学 校 に 在 籍 し て い る

こ と 。  

⑵   第 ６ 条 の 規 定 に よ る 申 請 の 日 前 １ 年 間 に お い て 、 学 校 を お お む

ね ３ ０ 日 以 上 欠 席 し て い る こ と 。  

⑶   フ リ ー ス ク ー ル 等 を 利 用 し 、 そ の 利 用 日 に つ い て 、 在 籍 す る 学

校 の 校 長 か ら 出 席 扱 い を 受 け て い る こ と 。  

（ 補 助 対 象 経 費 ）  

第 ４ 条  補 助 金 の 交 付 の 対 象 と な る 経 費 （ 以 下 「 補 助 対 象 経 費 」 と い

う 。 ） は 、 対 象 児 童 生 徒 が フ リ ー ス ク ー ル 等 を 利 用 す る た め に 補 助

対 象 者 が 負 担 す る 利 用 料 （ 他 の 制 度 に よ り 補 助 を 受 け 、 又 は 受 け る

見 込 み が あ る 費 用 を 除 く 。 ） と す る 。  

（ 補 助 金 の 額 ）  

第 ５ 条  補 助 金 の 額 は 、 対 象 児 童 生 徒 １ 人 当 た り 、 １ 月 に つ き 補 助 対

象 経 費 の 総 額 に ２ 分 の １ を 乗 じ て 得 た 額 （ そ の 額 に １ ０ ０ 円 未 満 の

端 数 が あ る と き は 、 こ れ を 切 り 捨 て た 額 ） と １ 万 円 の い ず れ か 低 い

額 と す る 。  

（ 交 付 申 請 ）  

第 ６ 条  補 助 金 の 交 付 を 受 け よ う と す る 者 （ 以 下 「 申 請 者 」 と い

う 。 ） は 、 赤 穂 市 フ リ ー ス ク ー ル 等 利 用 児 童 生 徒 支 援 補 助 金 交 付 申

請 書 （ 様 式 第 １ 号 ） に 次 に 掲 げ る 書 類 を 添 え て 、 市 長 に 提 出 し な け

れ ば な ら な い 。  

⑴   フ リ ー ス ク ー ル 等 の 利 用 に 係 る 契 約 内 容 が 分 か る 書 類  

⑵   そ の 他 市 長 が 必 要 と 認 め る 書 類  

（ 交 付 決 定 ）  

第 ７ 条  市 長 は 、 前 条 の 規 定 に よ る 申 請 が あ っ た と き は 、 そ の 内 容 を

審 査 の 上 、 補 助 金 の 交 付 の 可 否 を 決 定 し 、 赤 穂 市 フ リ ー ス ク ー ル 等

利 用 児 童 生 徒 支 援 補 助 金 交 付 （ 不 交 付 ） 決 定 通 知 書 （ 様 式 第 ２ 号 ）

に よ り 、 当 該 申 請 者 に 通 知 す る も の と す る 。  

（ 変 更 申 請 等 ）  

第 ８ 条  前 条 の 規 定 に よ り 補 助 金 の 交 付 の 決 定 を 受 け た 者 （ 以 下 「 交

付 決 定 者 」 と い う 。 ） は 、 当 該 交 付 決 定 の 内 容 に 変 更 が 生 じ た と き

は 、 速 や か に 赤 穂 市 フ リ ー ス ク ー ル 等 利 用 児 童 生 徒 支 援 補 助 金 変 更

承 認 申 請 書 （ 様 式 第 ３ 号 ） に 関 係 書 類 を 添 え て 、 市 長 に 提 出 し な け

れ ば な ら な い 。  

２  市 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 申 請 が あ っ た と き は 、 そ の 内 容 を 審 査

の 上 、 承 認 の 可 否 を 決 定 し 、 赤 穂 市 フ リ ー ス ク ー ル 等 利 用 児 童 生 徒
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支 援 補 助 金 変 更 承 認 （ 不 承 認 ） 決 定 通 知 書 （ 様 式 第 ４ 号 ） に よ り 、

当 該 交 付 決 定 者 に 通 知 す る も の と す る 。  

（ 実 績 報 告 ）  

第 ９ 条  交 付 決 定 者 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 期 間 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ

れ 指 定 す る 日 ま で に 赤 穂 市 フ リ ー ス ク ー ル 等 利 用 児 童 生 徒 支 援 補 助

金 実 績 報 告 書 （ 様 式 第 ５ 号 ） に フ リ ー ス ク ー ル 等 の 利 用 状 況 及 び 利

用 料 の 支 払 状 況 が 確 認 で き る 書 類 を 添 え て 、 市 長 に 提 出 す る も の と

す る 。  

 ⑴  ４ 月 １ 日 か ら ９ 月 ３ ０ 日 ま で  

 ⑵  １ ０ 月 １ 日 か ら ３ 月 ３ １ 日 ま で  

（ 補 助 金 の 額 の 確 定 ）  

第 １ ０ 条  市 長 は 、 前 条 の 規 定 に よ る 実 績 報 告 が あ っ た と き は 、 そ の

内 容 を 審 査 し 、 適 正 と 認 め た と き は 、 前 条 各 号 に 掲 げ る 期 間 ご と に

補 助 金 の 交 付 額 を 確 定 し 、 赤 穂 市 フ リ ー ス ク ー ル 等 利 用 児 童 生 徒 支

援 補 助 金 確 定 通 知 書 （ 様 式 第 ６ 号 ） に よ り 、 交 付 決 定 者 に 通 知 す る

も の と す る 。  

２  市 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 確 定 し た 補 助 金 の 額 が 、 第 ７ 条 の 規 定

に よ り 通 知 し た 交 付 決 定 額 （ 第 ８ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 変 更 を 承 認

し た 場 合 は 、 同 項 の 規 定 に よ り 通 知 し た 額 ） と 同 額 の 場 合 は 、 前 項

の 規 定 に よ る 通 知 を 省 略 す る こ と が で き る 。  

（ 補 助 金 の 請 求 等 ）  

第 １ １ 条  交 付 決 定 者 は 、 前 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 補 助 金 の 額 が 確 定

し た と き は 、 赤 穂 市 フ リ ー ス ク ー ル 等 利 用 児 童 生 徒 支 援 補 助 金 交 付

請 求 書 （ 様 式 第 ７ 号 ） を 市 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

２  市 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 請 求 に 基 づ き 、 補 助 金 を 交 付 す る も の

と す る 。  

（ 交 付 決 定 の 取 消 し ）  

第 １ ２ 条  市 長 は 、 交 付 決 定 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き

は 、 当 該 交 付 決 定 の 全 部 又 は 一 部 を 取 り 消 す こ と が で き る 。  

⑴   偽 り そ の 他 不 正 の 手 段 に よ り 補 助 金 の 交 付 の 決 定 を 受 け た と き 。  

⑵   そ の 他 市 長 が 補 助 金 を 交 付 す る こ と が 不 適 当 で あ る と 認 め る と   

き 。  

２  市 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 補 助 金 の 交 付 の 決 定 を 取 り 消 し た と き

は 、 赤 穂 市 フ リ ー ス ク ー ル 等 利 用 児 童 支 援 補 助 金 交 付 決 定 取 消 通 知

書 （ 様 式 第 ８ 号 ） に よ り 、 当 該 取 消 し に 係 る 交 付 決 定 者 に 通 知 す る

も の と す る 。  

（ 補 助 金 の 返 還 ）  

第 １ ３ 条  市 長 は 、 前 条 の 規 定 に よ り 補 助 金 の 交 付 の 決 定 を 取 り 消 し

た 場 合 に お い て 、 当 該 取 消 し に 係 る 部 分 に 関 し 、 既 に 補 助 金 が 交 付

さ れ て い る と き は 、 期 限 を 定 め て そ の 返 還 を 命 じ る も の と す る 。  
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（ 補 則 ）  

第 １ ４ 条  こ の 要 綱 に 定 め る も の の ほ か 、 必 要 な 事 項 は 、 市 長 が 別 に

定 め る 。  

    

付  則  

こ の 要 綱 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 し 、 令 和 ８ 年 ４ 月 １ 日 か ら 適 用 す る 。  
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様式第１号(第６条関係) 

 

赤穂市フリースクール等利用児童生徒支援補助金交付申請書 

 

  年  月  日 

赤穂市長 宛 

申請者 住      所              

氏      名              

児童生徒との関係              

電 話 番 号              

メールアドレス              

 

赤穂市フリースクール等利用児童生徒支援補助金の交付を受けたいので、赤穂市フリース

クール等利用児童生徒支援補助金交付要綱第６条の規定により関係書類を添えて下記のとお

り申請します。 

記 

 

児童生徒 

フリガナ  

氏  名  

住  所 
 〒     － 

 赤穂市 

在籍学校 
 学校名：赤穂市立 

     第  学年  組（          学級） 

利用するフリースクール等 

 名  称： 

 住  所： 

 電話番号： 

利用予定期間 
年  月  日から     年  月  日まで 

※出席扱いとなる期間を記入してください。 

利用料 月額 ・ 日額               円 

補助対象経費（月額）                     円 

交付申請額（月額） 
補助対象経費（月額）×１／２（１，０００円未満切捨て）           

                        円（上限１万円） 

交付申請額（年額） 
交付申請額（月額）×利用予定月数 

                   円 

 

同意欄（次の項目を確認し、□にチェックを付けてください。） 

□ この補助金に係る交付決定の審査に必要な範囲で、市が住民登録、市税の納付状況等を関係

機関に確認及び照会することについて同意します。 

□ 児童生徒の様子、補助金の申請に係る情報等について、市、市教育委員会、在籍学校及び利

用するフリースクール等が相互に情報共有することに同意します。 
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様式第２号（第７条関係） 

 

赤穂市フリースクール等利用児童生徒支援補助金交付（不交付）決定通知書 

 

     第     号 

年  月  日 

 

           様 

 

赤穂市長        印   

     

年  月  日付けで申請のあった赤穂市フリースクール等利用児童生徒支援補助金

について、下記のとおり決定したので、赤穂市フリースクール等利用児童生徒支援補助金交付要

綱第７条の規定により通知します。 

 

記 

 

１ 交付の可否          交付   ・   不交付 

 

２ 対象児童生徒の氏名 

 

３ 利用するフリースクール等の名称 

 

４ 交付決定額                     円 

             ４月～９月利用分       円 

１０月～３月利用分       円 

 

５ 交付条件 

 ⑴ 赤穂市フリースクール等利用児童生徒支援補助金交付要綱の規定に従うこと。 

 ⑵ ４月から９月までの利用分は   年  月  日までに、１０月から３月までの利用分

は   年  月  日までに実績報告を行うこと。 

 

６ 不交付の理由 
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様式第３号(第８条関係) 

 

赤穂市フリースクール等利用児童生徒支援補助金変更承認申請書 

 

  年  月  日 

赤穂市長 宛 

                 申請者 住  所 

                     氏  名 

                     電話番号 

 

    年  月  日付け   第   号で交付決定を受けた赤穂市フリースクール等

利用児童生徒支援補助金について、下記のとおり変更がありましたので、赤穂市フリース

クール等利用児童生徒支援補助金交付要綱第８条第１項の規定により申請します。 

 

記 

 

１ 対象児童生徒の氏名 

 

２ 変更内容 

 ⑴ 利用するフリースクール等の名称 

 

⑵ 変更交付申請額 

フリースクール等の利用料 月額 ・ 日額         円 

補助対象経費（月額）                   円 

交付申請額（月額） 
補助対象経費（月額）×１／２（１，０００円未満切捨て） 

円（上限１万円） 

交付申請額（年額） 
交付申請額（月額）×利用予定月数 

円 

 

３ 変更理由 

 

４ 変更（予定）年月日          年   月   日 

 

 

※変更内容の分かる書類を添付してください。 
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様式第４号（第８条関係） 

 

赤穂市フリースクール等利用児童生徒支援補助金変更承認（不承認）決定通知書 

 

   第     号 

年  月  日 

 

           様 

 

赤穂市長        印   

 

    年  月  日付けで申請のあった赤穂市フリースクール等利用児童生徒支援補助金

について、下記のとおり決定したので、赤穂市フリースクール等利用児童生徒支援補助金交付要

綱第８条第２項の規定により通知します。 

 

記 

 

１ 承認の可否         承認  ・  不承認 

 

２ 対象児童生徒の氏名 

 

３ 利用するフリースクール等の名称 

 

４ 変更後交付決定額                   円 

４月～９月利用分       円 

１０月～３月利用分       円 

 

５ 不承認の理由 
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様式第５号（第９条関係） 

 

赤穂市フリースクール等利用児童生徒支援補助金実績報告書 

 

年  月  日 

赤穂市長 宛 

                 報告者 住  所 

                     氏  名 

                     電話番号 

 

１ 対象児童生徒 

氏  名  

フリースクール等の名称  

 

２ 利用日（利用した日に○を付けてください。） 
 

月 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 7 ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 

 
計  日 

 
月 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 7 ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 

 
計  日 

 
月 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 7 ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 

 
計  日 

 
月 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 7 ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 

 
計  日 

 
月 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 7 ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 

 
計  日 

 
月 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 7 ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 

 
計  日 

 

３ 補助対象経費及び補助金の額 

利用月 補助対象経費（利用料の総額） 
補助金の額（１月につき上限１万円） 

※補助対象経費×１／２（１，０００円未満切捨て） 

月 円 円 

月 円 円 

月 円 円 

月 円 円 

月 円 円 

月 円 円 

計 円 円 

※入会前の体験利用料、入会金、飲食費、課外活動費、交通費等は補助対象外とします。 

※フリースクール等の利用状況及び利用料の支払状況が確認できる書類を添付してください。 
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様式第６号（第１０条関係） 

 

赤穂市フリースクール等利用児童生徒支援補助金確定通知書 

 

第     号 

 年  月  日 

 

           様 

 

赤穂市長       印   

 

    年  月  日付けで実績報告のあった赤穂市フリースクール等利用児童生徒支援補助

金について、赤穂市フリースクール等利用児童生徒支援補助金交付要綱第１０条第１項の規定に

より下記のとおり確定したので通知します。 

 

記 

 

１ 対象児童生徒の氏名 

 

２ 交付確定額                   円（  月～  月利用分） 
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様式第７号(第１１条関係) 

 

赤穂市フリースクール等利用児童生徒支援補助金交付請求書 

 

  年  月  日 

 

赤穂市長 宛 

 

請求者 住  所              

氏  名              

電話番号              

           

年  月  日付け   第   号で確定（交付決定）を受けた赤穂市フリース

クール等利用児童生徒支援補助金について、赤穂市フリースクール等利用児童生徒支援補助

金交付要綱第１１条第１項の規定により、下記のとおり請求します。 

 

記 

 

１ 請求額                 円（  月～  月利用分） 

 

２ 対象児童生徒の氏名 

 

３ 振込先口座 

金融機関 

銀行・金庫 

信組・信連 

農協・漁協 

本・支店 

本・支所 

出張所 

口座種別 普通 ・ 当座 口座番号  

フリガナ  

口座名義人  

※振込先口座の情報が分かる通帳等の写しを添付してください。 
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様式第８号（第１２条関係） 

 

赤穂市フリースクール等利用児童生徒支援補助金交付決定取消通知書 

 

第     号 

年  月  日 

 

           様 

 

赤穂市長       印   

 

    年  月  日付け   第   号で交付決定した赤穂市フリースクール等利用児童

生徒支援補助金について、下記のとおり当該決定を取り消したので、赤穂市フリースクール等利

用児童生徒支援補助金交付要綱第１２条第２項の規定により通知します。 

 

記 

 

１ 対象児童生徒の氏名 

 

２ 交付決定額                     円 

４月～９月利用分       円 

１０月～３月利用分       円 

 

３ 取消額                       円 

４月～９月利用分       円 

１０月～３月利用分       円 

 

４ 取消後の補助金額                  円 

４月～９月利用分       円 

１０月～３月利用分       円 

 

５ 取消理由 

24



 

そ の 他  

 

問 題 行 動 、 い じ め ・ 不 登 校 の 状 況 に つ い て  
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